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要旨

•磁束変調型の“磁気共鳴型発電機”との構想。

•結果は5V出力のソーラーパネルから、スレイ
ヤー・エキサイター発振回路を発振させ、磁束変
調磁束を与え、垂直配置の磁路に沿った２個の発
電用コイルから出力させ昼間の室内光より12V定
格のLEDベルトを点灯させられた。
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磁束中心の発電を基本に考える。

• 発電の本質は、「磁束の時間的変化が起電力を生む」ことに
ある。

•ファラデーの法則により
• V＝－dφ／dt

•ここで、磁束φが変化すれば、運動がなくても電圧は生まれる。

•運動型から磁界変調へ
• 従来「質点運動による磁束変化

• → 新しい視点:「磁束制御による電圧誘導」

3



4

発電の基礎

（ここを磁束制御に）
図1



磁路による磁気共鳴構造模式図
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磁路長とギャップの構成で、電気系の
共振回路との類似性を追求した。

図3
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模式図

8
図4(図2-Bと同図)



バイオリンのアナロジーとスレイヤーエ
キサイターコイル(SEC)デバイス
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SEC
振動

図5

-A- -B- Magnetic Core



バイオリンのアナロジーとワイヤレス送
信コイル
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送信
コイル
振動

図6

-A- -B- Magnetic Core



永久磁石磁路と磁束変調コイル

•永久磁石磁束専用磁路
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赤矢印は“永久磁石の静磁束

黄色矢印は“磁束変調コイルの変動磁束”

図7



変動磁束より発電コイル

•磁束変調コイルの垂直方向２
カ所に発電コイル

•磁束変調コイルで変調され変
動磁束になった磁束により
“起電力を発生”
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図8



磁束の流れと発電

•スレイヤー・発振回路

•↓

•メイン磁路・ギャップ

•↓

•永久磁石の磁束のバイアス

•↓

•発電用コイル
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共鳴系電源

•共鳴系電源とは、エネルギーを

•「最小損失かつ非接触または微弱源から取
り出せるようにする」ための回路構成装置
であり、

•「見えない力の活用」

•を最も科学的に体現した技術分野的装置。
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環境発電との適合性

•変動磁界のエネルギー源として、振動発電、電磁誘導発電、電
界変動などを利用できる。

•例えば、周囲の振動(音波、振動源）を活用して、適切な周波数
の磁界を作りだせば、磁束変動を強調できる。

•重要）：
• 変動磁界と永久磁石の磁束の共鳴点を探る。
• 磁界の方向や強度を最適化し、発電コイルとの変動を最大化する。
• 磁性材料やコイルの設計を調整して、変動磁束による誘導電流を最大
化する。
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実験(UUI型11190Coil)コア、コイル仕様

• コア:単位ｍｍ
• UUコア：86×87、幅28のUUフェライトコア
• 永久磁石磁路用“I”コア：フェライトコア

• 30×90×10

• 永久磁石
• フェライト □15×15×15 
• B=150(mT) ２個

• （Bは磁気測定TD8620<CTUNKI社製＞での実測値)

• コイル仕様
• (1) 永久磁石磁束変調用コイル：円筒フェライトコアφ30×35.5L

• P:PEW-φ0.5-100回巻き-1.0Ω-1.1mH
• S:2UEW-φ0.26-100回巻き-3.8Ω-1.1mH

• (2)発電用コイル：コイル寸法41×56×19、コイル仕様：UEW-φ0.65-125回
巻き-0.9Ω-0.64mH×２個使い
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10kΩ

100回巻

100回巻

TTC004B

[実験1：Slayer Exciter回路(スレイヤー・エキサイター)]

図9

C=4700pF



実験1結果

•入出力最大は磁石無し
•入出力効率：Po/Pi=46.8(%)

•磁石有ではフェライト永久磁石15×15×15（ｍｍ）装
着の場合
•入出力効率：Po/Pi=44.9(%)
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UU型11190Coil 、磁路下方ギャップ：t=8.5(mm)にて、永久磁石
種類、寸法別でのAC出力特性比較 20V/div  N＝2(コイルイン
ダクタンス(L)、出力周波数はN=1) Rl＝1(kΩ) 

No. 永久磁石種類
永久磁
石寸法
(mm)

表面磁
束密
度:B
(mT)

出力コ
イル

L(mH)

DCVin
(V)

DCIin
(mA)

Pin(W)
Vout
rms
(mV)

Pout
(W)

Po/Pi
(％)

f(kHz)

1 無 無 113.3 22.24 9 113.3 1.02 21.85 0.48 46.8 13.5 

2

フェライト磁
石

15×15
×15

113 57.61 9 113 1.02 21.37 0.46 44.9 13.8 

3
7×14
×15×

2枚
108.3 18.33 9 108.3 0.97 20.75 0.43 44.2 14.7 

4

ネオジム磁石

10×10
×30

101.55 17.55 9 101.55 0.91 19.9 0.40 43.3 15.8 

5
5×15
×30×

2枚
95.3 21.38 9 95.3 0.86 18.65 0.35 40.6 16.1 
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※入出力効率最大は磁石なしだが、近似でフェライト磁石15×15×15)mm)となる。

表1



磁路下方t=8.5(mm)、永久磁石無しでの
AC出力電圧波形図
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Voutrms=22.2(V)

図10



磁路下方t=8.5(mm)のギャップ、フェライト
永久磁石15×15×15(mm)装着でのAC出力電
圧波形図

21

Voutrms=21.0(V)

図11



UU型11190(8986型の上部に永久磁石の専用磁路設置) DC出力 入力電圧を３段階に切り替えての出
力特性 磁路下部にt=8.5(mm)のギャップ有 磁路の左右(N:S)にフェライト□永久磁石
(15×15×15(mm)B=150(mT)の有無 コア-磁石間ギャップ有(t=2mm) スレイヤーエキサイター回路
駆動 f=20.8(kHz) 出力特性比較 20V/div  N＝5(Voutp-p、Voutrms、L値はN=1) 

No. 永久磁石
DCVi
n(V)

DCIin
(mA)

Pin
(W)

Vout
p-

p(V)

Vout
Rms
(V)

DCV
Out
(V)

DCI
Out

(mA)

Pout
(W)

Po/PI
(%)

LinP1
(mH)

LinS2
(mH)

LinS
(mH)

1

フェライト
□永久磁石
15×15×15

5 49.47 0.247 21 19.20 8.357 8.32 0.07 28.11 

31.99 36.27 64.912 9 94.5 0.851 38.1 17.80 16.2 16.12 0.26 30.70 

3 12 103.9 1.247 48.8 22.00 20.3 20.17 0.41 32.84 
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表2

※入力がV=12(V)印加時で最も入出力効率が大きい



磁路下方t=8.5(mm)のギャップ、フェライト永久磁石
15×15×15(mm)装着での12(V)印加でのDC出力時コイル出力電
圧波形図
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Voutp-p=49.3(V)
Voutrms=22.7(V)

図12



結果及び考察

• Vin=12(V)で入出力効率が良かった。

• 3段階ではこの入力電圧12(V)付近が発電コイルの共振点に近い
と思われる。
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実験2:ワイヤレス給電送信機回路図
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図13



ワイヤレス給電送信アンテナ

26図14



実験2:ワイヤレス給電f=120(kHz)送信、l=19(mm)での
UI9169Coilでの出力AC出力電圧値 N=2(Vp-pはN=1)
Vin=12(V)、Iin=0.6(A)

No. 永久磁石
Voutrms(

V)
Voutp-

p(V)

1 無 11.35 30.9

2 フェライト□15×2個 9.63 28.7
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表3

※磁石無しで出力電圧は大きい。



UI型9169Coilへのワイヤレス給電
f=120(kHz)での磁石無しでのAC出力波形
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Voutp-p=30.9(V)
Voutrms=11.0(V)

図15



結果及び考察
永久磁石をバイアスに使用時、出力が低下した。

•永久磁石の静的磁束をバイアスに使うと交流信号
の動作点が一方向に偏り、磁気飽和や磁束干渉が
起こり結果的に交流入力から得られる出力が減少
する。
• [出力を増やす工夫]

1. 永久磁石の位置や向きを変え、「直流バイアス」を
キャンセルする磁気回路を組む

2. ギャップを設けて磁束密度を抑える

[今回行う実験]
今回、入力をPWM発振パルスでの試みを行った
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実験3:PWM発振器でのパルス入力
PWM発振器使用。スレイヤー・エキサイター回路では永久磁石の力が引き
出せなかった、そこでパルス方向が一方向となるPWM発振を使いデバイス
への印加実験を行った。
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駆動回路3(PWM発振器使用他励式発振)

31図16

Rl=1kΩ
Vin=5DCV
（DC電源)

C=
任意

GAOHOU PWM
調整可能モジュール
信号発生器パルス周波数
デューティーサイクルLED
ディスプレー

MOSFET
トリガースイッチ
ドライブモジュール
DC5V-35V 15A400W
ディアルハイパワー



PWM発振器でのUU型Coil特性
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PWM発振器

図17



永久磁石無し

33
図１8



上部両側に開放型磁路永久磁石(□15フェ
ライトB=150(mT))
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フェライト□15
永久磁石B=150(mT)
双方コイルに向かい
N極（N→←N)

図19



磁路有、閉磁路タイプ
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磁路（閉磁路）
フェライト□15
永久磁石B~150(mT)
N→S

図20



PWM発振回路での実験結果

•入出力効率最大
•フェライト永久磁石有、閉磁路型(クローズ・ルー
プ)

•入出力効率：Po/Pi=33.6(%)

36



UU型8696Coil 、磁路下方ギャップ：t=8.0(mm)にて、永久磁石有無、磁
路有無別でのAC出力特性比較 入力PWM:f=4(kHz),D=20% 
Vin=5.138(V),Iin=0.01(A),Pin=0.0514(W) 5V/div  N＝2(Voutp-p、
コイルインダクタンス(L)はN=1) Rl＝1(kΩ) 

No.
永久磁石有

無
磁路
有無

表面
磁束
密
度:B
(mT)

入力
コイ
ルL

(mH)

出力
コイ
ル

Lout
(mH)

Vin
(V)

Iin
(mA)

Pin
(W)

Vout
Rms
(V)

Pout
(W)

Po/
Pi(%)

Vout
p-p
(V)

Po/P
i2

(%)

1 無 無 0 22.24 62.47 9 3.51 0.032 5.27 0.028 87.9 27.0 33.5 

2

フェライト
磁石

無
(N:N
反発)

150 57.61 55.13 9 3.50 0.032 5.24 0.027 87.2 27.0 33.1 

3
有

(N→
S)

150 18.33 44.97 9 4.07 0.037 5.44 0.030 80.8 29.5 33.6 
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表4

※フェライト永久磁石有、閉磁路型で一番高い入出力効率で有った。



閉磁路タイプDC9(V)印加時AC出力測定時
出力電圧波形
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Voutp-p=29.5(V)
Voutrms=5.37(V)

図21



PWMでの結果及び考察

•スレイヤー・エキサイター発振では磁石無しでの入出力効率が
高いが、PWMパルス波での磁気変調では磁石有（磁路有閉磁
路）での場合で特性が良い。

•これはパルスで一方向への磁束となるためで、磁束片寄効果が
起こり、これが永久磁石の磁路と重なるからと思える。永久磁
石磁束と重畳（ちょうじょう）している。
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昼間の室内光での定格
V=12(V)LEDベルト点灯
室内光からの発電で12V定格のLEDを点灯できた。
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DCDCコンバーターBQ25504

41
図22

BQ25504



永久磁石フェライト15□、磁路下方t=8.5(mm)ギャップ
での昼間の室内光からの12V定格LEDベルト点灯(参考値
照度:約2000(lx)(デジタル照度計:FN028A(FieldNew))

42図23

6W/5Vソーラー
パネル

12V定格
LEDベルト



永久磁石バイアスでのデバイス構成のまとめ

1. 永久磁石を装着すると磁路が磁気飽和を起こ
して、出力が減少する。

2. 磁気飽和を防ぐために磁路にギャップを設け
たり、開磁路として、磁束の偏りを意図的に起
こす工夫がある。磁束直流バイアスを有効に加
算させるために、今回次ぺ–ジ方法を採用
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磁束の偏りを意図的に起こす工夫

1. 磁路にギャップを設ける
2. 磁気ブリッジ構成(磁束DCキャンセル)、左右に同
一巻き線を置く。磁束交流は加算、磁束直流バイア
スは相殺。

3. 磁石の位置をコイル主磁路と直交に置き、直流バイ
アスを減らし、交流有効分を確保した。
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結果及び考察

1. 永久磁石を装着して、一部にギャップを設け、閉磁路型とし
た磁路構成で

2. 昼間の室内光にて12(V)定格のLED照明に点灯できた。

3. これは昇圧回路BQ25504を使い、5(V)定格ソーラーパネルよ
り昇圧して、その後UUI型11190Coilで磁気共鳴させ、さらに
昇圧したものである。
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[参考1]: 
物質、エネルギー、情報の基本的な位置づけ

1. 物質(Matter)
宇宙の構造を形作る基盤。原子・分子・物体等「形」として存在するも
の。[形]

2. エネルギー(Energy)
物質の形状を変化させたり、動かしたりする力。熱・光・電気・運動な
ど。[動き]

3. 情報(Information)
物質やエネルギーの配置・状態の「パターン」や「意味」。構造化され
た差異の体系。[意味]
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[参考2]: 物質、エネルギー、情報の相互関係
(「情報=物理的エントロピー」とみなす考え方）

1. 物質⇔エネルギー
1. E=mc^2

2. 情報⇔エネルギー
1. E>=kTIn2・I
2. （※I;情報量I)

3. ランドアウワーの原理
4. 情報量Iの消去に必要なエネルギー

3. 情報⇔物質
1. 直接的な「公式」は未確立
2. だが、「情報は物質に宿る形でし

か存在できないという制約がDNA、
半導体メモリー、脳神経等。

47図24



[参考3]:フリーエネルギーと環境発電

48図25



[参考4]:量子力学とフリーエネルギー

49図26
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